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東京 の 台所 , 近郊 住宅 地 


昭和 10 年 国電 は 千葉 まで 延 
長 さ れ た . 市 川 ・ 船 橋 ・ 千 
葉 市 の 人 口 は 急激 に 増加 し 
た . い ゆ る 京葉 地 癌 . 東 
京 へ の 通勤 國 と いわ れる . 
更に 常盤 線 の 電化 , 私 鉄 の 
発達 に より 松戸 ・ 柏 ・ 成 田 
方 面 に も 通勤 圏 が 拡大 し つ 
つ あ る . 千葉 県 は 埼玉 県 と 
共に 東京 へ の 臣 菜 供給 地 と 
な っ て いる . 特に 東 葛飾 郡 
方 面 は この 色彩 が 濃く , 起 


接 東京 へ 出る 行商 人 や 多い - 
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鎌倉 時 代 は 千葉 氏 の 城下 町 
だ っ た . 当時 1 万 6 千軒 と 
いい , お そら く 関 東 一 , ニ 
を 争う 都市 だ っ た ろう . そ 
の 後 , 千葉 氏 が 居城 を 佐 含 
に 移し て か ら さ びれ , 江戸 
時 代 は 寒村 に すぎ な か っ た 
明治 の 初 年 に 県 庁 が お か れ 
今 は 人 口 14 万 の 県 下 第 一 の 
都市 . 戦災 で 灰 燃 に 帰し た 
市 街 都 市 計画 で 面目 を 一 
新 し つ つ あ る . 役所 や 半 官 
半 民 の 機関 が 非常 に 多い た 
め , 市 民 の 過半 数 は サラ リ 
ー マ ン だ が , 京葉 工業 地帯 
の 一 環 と し て 埋立 地 に 川崎 
製鉄 を 誘致 し . 近代 的 商工 
業 都市 と し て 生ま れ か かり 
つつ ある . 昔 か ら 特 色 の あ 
る 学校 町 だ っ た . 伝統 を 誇 
る 千葉 医大 , 写真 や 印刷 方 
面 で 特異 な 存在 だ っ た 東京 
高等 工芸 , 日 本 で 唯一 の 園 
芸 専門 学校 だ っ た 千葉 高等 
園芸 , この 三 校 は 終戦 後に 
合併 し て 千葉 大 学 と な っ た . 


富津 洲 以 北 の 東京 湾 で は 干 
潮時 2 料 に お よぶ 干潟 面 を 
利用 し て 海苔 ・ 申 ・ あ さり 
の 養殖 が 盛ん . 養老 川 ・ 江 
戸川 か ら 流 れ だ す 栄 養分 の 
ある 淡水 , 適度 の 塩 か げん 
の お か げ だ と いう . 浅草 海 
昔 の 名 で 全国 に 有名 で ある . 
夏 の シー ズン に は 東京 か ら 
臨時 列車 $ 出 て , 潮 干 狩 の 
1 の 人 で に まき わ う の も この あ た 
遠浅 の 汐 千 狩 海 理 * カ 全 な 海水 浴 り で ある . 浦安 付近 で 養殖 
pri : され る あさ り の 稚 具 は , 全 
国 に 配布 され て いる と いう . 
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木更津 市 は 人 口 4 万 , 県 南 
の 商工 業 の 中 心地 で あり , 
交通 の 要衝 で も ある . 房総 
西 線 が 開通 する 前 は 南 房 と 
江戸 と を 結ぶ 船便 の 足 が か 
り だ っ た . 今 で も 木更津 と 
横浜 の 間 に は 1 日 4 て 5 本 
の 船 が 通う . 狂言 「 世 話 情 
浮 名 横 析 」 は 鶴屋 南北 の 弟 
子 , 瀬川 如 持 (3③ 代 ) が 団 十 
郎 (8 代 ) の た め に つく っ た 
ゃ の . 童話 ' 証 誠 寺 の 狂 了 訣 」 
は 市 内 涯 土 宗 証 誠 寺 の 庭 に 
伝 る 旬 の 伝説 か ら 野口 雨 
情 が 作っ た ゃ の. 海 岩 は 潮 
千 狩 や 算 立 漁 の 地 で も ある . 


氏 


名 山 は 標高 329 米 , 全 山 第 
三 紀 の 涯 灰 岩 で , 戦前 に は 
建築 用 材 と し て 石材 が 盛ん 
に 切り だ され た が 現在 で は 
セメント に 押さ れ 気 味 だ と 
いう . 安房 と 上 総 の 国境 を 


な す 負 山 は 永い 間 , 南北 の 
交通 を さま た げ て きた . そ 
こ で 上 総 の 人 は 三浦 半島 と 
往来 し た . 土地 の 老人 は 今 
で ゃ 安房 の 人 を 他国 者 と 呼 
ん で いる . 氏 山 頂上 近く の 
日 本 寺 は , 五 百 擬 漢 で 有名 . 
縁起 か つぎ の 人 が 継 漢 の 首 
を ゃ いで 帰っ た た め , 今 で 
は 「 首 な し 竣 漢 」 と な っ た . 


も 


間野 山 の 南 人 面 を 


上 総 町 は 旧 久 留 里 町 , 古く 
は 里見 義実 3 万 石 の 城下 町 
久留 里 城 は 明治 年 間 に 失火 
に より 焼失 し た . 名 産 の 楊 
子 は , その 昔 , 中 以下 の 低 
禄 の 侍 が 内 職 に は じ め た の 


が 起り と いい , 黒 女 子 と し 
て 有名 . し か し 現在 で は 数 
軒 を 残す の み だ . 1 日 100 幅 
程度 の 手間 賃 で は 内 職 す る 
人 や も すく な く な っ た . 町 内 
に は 町 営 の 井戸 4 本 が あり 
1 分 間 に 約 5 革 の 水量 と い 
い , 町 民 の 飲料 水 に 供 さ れ 
て いる . 鹿野 山 は 上 総 丘陵 
の 最高 峰 (352 米 ). 山頂 ま 
で 自動 車道 路 が 通じ , 日 本 
武 章 を 祀る 白鳥 神社 ・ 上 総 
の 霊場 神野 寺 が あり , ハイ 
キン グ コ ー ス と ゃ も な っ て い 
る . 鹿野 山 の 南 斜面 に は 九 
十 九 谷 の 褒 勝 が あり 浸 人 い の 
すす ん だ 山容 を みせ て いる 
機 た び か 隆起 すま くりかえし 
た 地形 は 河 崖 段 丘 を 発達 さ 
せ , 水田 に 利用 され て いる . 
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砂丘 と 夷隅 川 
入道 岬 . * 湊 の 東 ぎ 拓 お る . 海中 の 島 は 雀 島 


太 東 崎 は 九十九里 砂 


房総 半島 西南 端 洲 / 崎 か ら 
布 良 ・ 根 本 ・ 一 間 は 探 
勝 や 海水 浴 の 好適 地 と し て 
知ら れる . 淵 / 崎 は 三浦 半 
島 の 三崎 と 相対 し て 東京 湾 
品 を 所 する . 洲 / 崎 か ら 太 
平 洋 に で る あたり は 潮 の 四 
と い 滑 れ て 漁師 や 恐れ る 難 
所 と いう . 大 房 岬 は 館山 市 
の 北 , 台地 状 の 岬 で , 夏 に 
は テン ト 村 で 賑わう . 野島 
崎 灯 台 は 慶応 2 年 に 英 米 仏 


蘭 四 ヵ国 条約 の 折 築 か れ た . 


館山 . 背後 の 約 10 米 の 台地 は 隆起 下 期 礁 . も と は 海面 下 上 抄 
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ご 、、 上 海 還 陸 贅 隊 が 館 で 義成 で いた 


館山 は ゃ と 里見 氏 の 領 . 寛 
政 元 (1789) 年 稲葉 正明 1 万 
石 の 城下 町 . 戦前 は 項 国 海 
軍 の 要 港 . 戦後 は 保安 隊 の 
街 と な っ た . 人 口 4 万 を 数 
える . 東京 か ら は 毎日 汽 船 
の 便 が あり , 観光 都市 と し 
て クロ ー ズ アッ プ さ れ て 来 
た . 天然 の 良港 で ある 館山 


港 は 遠 海 漁業 の 基地 で ある . 


12 統 ( 1 統 は 2 隻 ) の 揚 繰 船 
が ある . 備長 秋 ・ 鯉 の 水 揚 
げ が 多い . 館山 市 の 背後 を 
めぐ る 約 10 米 の 台地 は 隆起 


し た 下 環 礁 か ら な っ て いる . 
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NN 


上 少 軍 条 当 投 -- 前 呈 で 


1 NM て 衣 あっ 用 の m 


布 良 の 辺り か ら 外 房 磯浜 の 海女 の 姿 あ 


白浜 に は 以前 , 岩 目 港 と い 
う 漁 港 が あっ た が 関東 大 震 
災 に より 隆起 し て 港 の 価値 
が な く な っ た . その た め 土 
地 の 男 達 は 千倉 港 な どか ら 
遠洋 漁業 に 出る . 平素 は 白 
浜 に は 青年 中 年 の 男 は み ら 
れ な い . 白浜 の 海女 は 房州 
海女 と し て 有名 だ . 千倉 は 
外 房 の 漁港 で 鯖 ・ さ ん ま の 
漁期 に は 数 十 万 貫 の 水揚げ 
が ある . 付近 に は 千倉 鉱泉 
が あり 神経 祝 ・ 眼 病 に 効く 
と いう 、 毎年 11 月 下旬 に な 
る と 海浜 で 競馬 が 催さ れる . 


- 志田 州 は 構造 銀 に 沿い ナシ 握 を な し て 海 へ 


勝 浦 ・ 鴨 川 ・ 小 湊 


際 川 は 房総 西 ・ 東 線 の 接続 
地 . 後背 地 に 富み , 風光 に 
す で ぐれ 観光 客 相手 の 旅館 が 
多い . 内 浦 湾 の 東側 , 入道 
ガ 岬 の 海中 は 鯛 の 名 所 . 日 
夢 が 漁獲 を 禁じ た と 伝え 今 
ゃ 漁る も の が な い . 水深 25 
米 、 鯛 は 日 夢 の 徳 を 慕っ て 
集まる そう だ が 姿 を みせ な 
い 時 ある . 房総 台地 が 太 
平 洋 に 迫る 興津 町 南方 に オ 
セン コロ ガン の 難所 , 考 女 
お せん 墜 死 の 伝説 を 秘め る . 
誕生 寺 は 日 攻 の 弟子 日 家 が 
建立 し た ゃ も の. 清澄 寺 は 日 
蓮 が 新 宗 教 を ひら いた 故地 


安房 に 逃れ た 頼 


遠浅 で , 波 静 か な 内 房 一 帯 . 
特に 岩井 町 を 中 心 に 保田 ・ 
勝山 方 面 は 東京 の 学校 生徒 
が 一 夏 を 過す 臨海 学校 の 地 
だ . 7 月 下旬 か ら 6 月 中 旬 


に か け ぞ く ぞ く と 繰り 込む. 
地元 の 小 中 学 校 に 宿泊 する 
場合 が 多い が , 民家 も 動 貞 
され る . 地元 で も 受け 入れ 
に は 非常 に 符 心 で , パチ ン 
コ を 禁止 し た り , 民家 の 宿 
泊 設 備 の 改善 を は か っ た り , 
臨海 学校 の 収入 が 村 の 経営 
を 左右 し て いる 処 や も ある . 


トラ ッ ク に 乗ら で 宿 に つき まし た 


cc) 
用 漁 業 か 水 さ な 港 が ある (御宿 


海 代 と いっ て も 砂浜 は な い . 
岩石 が その まま 波 と 噛み あ 
っ て いる . 九十九里 浜 の 南 
か ら 房 総 半島 突端 まで が 彼 
女 等 の 舞台 だ . 毎年 4 月 16 
日 か ら 9 月 15 日 まで の 5 ヵ 
月 が 解禁 の 期間 で , その 間 
潮 具 合 の 悪い 時 以外 は 雨天 
で ゃ 海 へ 出る . 朝 5 時 に 起 
き て 畑 仕 事 を 済ま せ 11 時 頃 
か ら 海 へ 入る .「 海 女 に は 未 
Rd 人 . 万 人 問題 は 起 ら な い 」 と は 
紀 つ いた ヒジ キ を 刈る ( 水 湊 ) 較 放 2 た シル ヒス も: ゴー 


海 即 は 15~6 明 で N 組 で ー つ の 小屋 を 持っ て ゆい る 
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天然 ガス ・ 沙 花生 


天然 ガス か ん 水 が 茂 原 を 中 
心 に 県 総 面積 の 409% に 分 布 
し て お り , その 中 に 含ま れ 
る 天然 ガス は 650 億 立方 

に 達する と 推定 され る . こ 
の か ん 水 か ら 生 産 さ れる 浜 
度 は アメ リカ ・ チ リ と 並ん 
で 三 大 生産 圏 の 一 端 を 担っ 
て いる . 茂原 市 内 に は 家庭 
用 に 天然 ガス が 供給 され 地 
方 小 都 市 の 生活 改善 に 役 立 
っ て いる . 全国 総 作付 面積 
の 半分 以上 を 占め る 落花 生 
は 本 場 物 と し て 高価 で ある . 


九十九里 は 6 丁 1 里 か らき た 呼び 名 


県 の 東北 部 行 部 岬 か ら 南 は 
太 東 岬 に 至る 66 詩 の 海 岩 は 
大 きく 弧状 を えがく . 苦 源 
頼朝 が この 地 に 来 て , 臣下 
に 命じ 6 丁 毎 に 矢 を 立て さ 
せ た と ころ , 99 本 目 で 東端 
の 飯岡 町 に 達し た の で 九 十 
九里 浜 の 名 が 生ま れ た と い 
う . 白 里 と いう 部 落 が ある 
が , これ は 百 里 に 一 里 た り 
ぬこ と を 表わし た 名 だ と い 
う . 海 岩 線 に 沿っ て 砂丘 地 
帯 が あり 幅 8 < て 12 圭 に 及ぶ . 
その 背後 に は 更に 砂丘 と 沼 
沢 が 並行 し 沼沢 は 海 湖 よ り 
低い . 砂丘 側 の 干潟 付近 に 
は 水田 が 発達 し , 篤 落 は 類 
と 漁 を か ね て いる が , 海洋 
で は 漁業 が 盛ん で ある . 有 
名 な 地引 網 は 約 200 年 前 か 
ら 大 規模 に 行わ れ , 網 の 持 
主 を 網 旦 那 と 呼ん だ . 地引 
と 揚 繰 綱 に よる イワ ン の 産 
額 は 年 十 数 万 人 結 と いい , 煮 
了 千 は 九十九里 の 名 物 . し か 
し 片 具 町 付近 は 実弾 射 場 
が 造ら れ た た め 漁 場 を 荒さ 
れ 「 死 ん だ 海 」 と よ ば れ た . 
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和らい い 澤 に 大 き な 穴 が ある を 
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@ 忌 ロ 約 8P ヤ 民生 虹 環 基 り 還 


つ 忌 嘱 に 穫 交 所 図 代り 控 天 全 で 
ひ あ / 降 画 下 舞う で じい 本 名 選 東田 〇 
G 理 半 反 つり うっ no? 4 可 民 G 押 回 呈 
Iー ス 了 硬 3 坦 昌 人 PS に JJ 区 太 
代 3SX05 JGI11OG 型 硬 Q り 折半 
忠 ・ 打 購 除 ・ 欠 川 淫 ぐ 畠 調 人 夜 7 
ン 選 半 殖 ぐ 振 押出 1 

圏 ・ 無 川 軸 @ 更 人 EG 恋 必 科 へ S)o? 


「 ほ と と きす 銚子 は 国 の と 
っ ぱ づ れ 」 の 旬 の よう に 銚 
子 は 日 本 最 東 端 の 都市 . 人 
ロ 8 万. 古く は 江戸 初期 に 
紀州 人 に よっ て ひら か れ , 


経済 的 に は 大 阪 , 政治 的 に 
は 江戸 と 結び つい て 栄え た . 


万 治 元 (1864) 年 の イワ ン 大 
漁 の 折 に は 有名 な 「 大 : 

が つく られ , 奥羽 ・ 北 陸 ・ 北 
海道 の 物 閣 輸送 ・ 中 継 の 河 
港 と し て 栄え た . 明治 以後 
鉄道 の 開通 と と も に 漁港 と 
し て 生き て お り , 犬 喘 が 
銚子 の 観光 を 代表 し て いる . 


F 項 ” 記 だ ま 追 2 漁 和 が 集 っ て くる 


銚子 の 産業 は イワ シ と 和義 油 
が 代表 する . 毎年 数 百 万 貫 
の 水揚げ を も ゃ つ 魚 は 市 内 7 
凶 詰 工場 で 処理 し , 更に 北 
陸 方 面 の 魚 も 消化 し うる 作 
カ を ゃ つ . 鐘 詰 製品 の 6 割 
は 東南 アジ ア に 輸出 する . 

カツ オ 節 ・ み りん 千 ・ 肥 料 ・ 
造船 所 も すべ て 魚 と 結び つ 
くし , 銚子 の 街 は 魚 で 生き 
て いる 訳 だ . 醤油 工場 ゃ 野 
田 と と も に 多く , 将 油 工場 
見 学 ゃ 遊覧 コー ス の 一 つ だ . 
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茨城 県 取手 か 利根 川 ご も に 手賀 沼 を の ぞ お 


ゴゴ 制 園 手 人 KK 玉 二 ゴ J 村 丸 湊 か 6 定 聴 三 
店 祖 時 息 丸 朋 案 つり 半 hS 填 尊 り 
天井 と ? 握 SS] 素 ” 握 富 上 王 
1 団 / 還 還 ] 川 生 民 計 所 己 11K 還 6 
尽 や SG? 馬 畠 吉 凍 公約 xQF 写 怠 
S 写 斑 だ 攻 に 旨 人 る 必 吾 中 抽 や 6S 梁 KK 
C 朱 ′ 距 KS 豆 朱 作 ぐ 思 時 型 折 久 計 
つ 菩 振 弄 RG 藤 無 じ 約 S^ 臣下 』 
記 り 綿 公 案 ye 叶 穴 ※ ぐ 前 弄 ざ つり 
志 志 っ" DSF 記 吾 叶 型 紳 玉泉 
S ぐ 折 っ 抑 や だ マン 握 堪 の 皇 て り 


表 陸 下り 華 ロ つ リ うぶ 村 尋 ( 寺 料 S 避 
衛 ・ 職 末吉 AS 所 齋 ) 公 束 語 三 G テ 
部 十 臣 り ロバ で の 闇 史生 笛 征 。 陣 選 
刷 や (1 KK 1) 千 り 家 据 江 り 直っ う や う 
お 記 宮 ・ 明 弄 纏 中 三 釣 東 義 王 せい 生 人 る 
ぷり 償 心 毅 瑠 り 洋史 公 生生 殿 吾 窒 電 
G 民 評 だ で お G や SnG? 凸 必 家臣 
較 忠 叶 抑 ぐ 革 諾 普 ぞ SGS)) ふ PS? 


下台 三 し 泥 ・ 贈 所 ・ や 拒 ・ 
下田 逢 ・ や ぐ 刀 | 挫 ぐ 緊 
息 悦 利 だ 攻 共 府 ぐ 中 や 


野人 る と シト P3Sx 押 婁 
玉吉 交 民 や "Su 


0 で 補 未 一 り 中 


自転 車 が も り の 小 表 


壮 彰 宮 つ りり G 4 
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っ )@ 8 多め や 3SG? 雪 G 下 ぐ 議 
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8 芝 葉 十 人 K 員 ぐ 志和 公 3S)9? 
0 で 完走 舞 G 紀 お うそ 人 直 や 
※※ き Q11O 1 
交替 だ 寂び お 遼 玩 
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8G 臣 誠 で ざ 窟 ツン 宗 
浸 國 SG 表 脚 昌 ぐ や 応 や を 『 
※xe? 忠 隊 で 避 押 や 呈 失 販 


閉 ” 
ン Sxe? 呈 特 記 圏 つい 京 
ふ ズ 公 加 っ ? 息 壮 叶 講 


56E こ 4 て 


ャ xxG 把 篤 党 が や G 男 
牌 祭 准 く くつ 千 る マン? 操 
だ 季 較 ・ 舞 喘 ・ 

肛 川 計 引 や G 軍 地下 
部 へ つり” 写 三 記 
G 需 下 型 の つり 外宮 記 


ボ 野 川 が 市 中 を 革 
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1 に 注い ぞい る 


佐原 市 は 人 口 3 万 . 日 本 水 
郷 の 表玄関 で ある . 江戸 時 
代 に は 利根 川下 流 の 船 痛 場 
と し て 栄え た . 今 で は 水運 
を 利用 し て 米穀 ・ 貢 の 集散 
が 活 灘 で ある . 水郷 地帯 は 
情 絆 ゆたか だ と いっ て ゃ 洪 
水 期 に は いつ ゃ 被害 を うけ 
る 低 湿 地 で , 家々 は 宅地 に 
土 を 盛り あげ , 堤 を 高く し 
水 か ら 光 れ よ うと 努力 し て 
いる . 伊能 忠敬 は 佐原 の 出 
身 , 日 本 中 を 測量 し 日 本 地 
図 作成 の 大 業 を な し と げた . 


台地 の 濁 れ 谷 が 利根 川 の 土 
砂 に よっ て ふさ が れ た 湖 が 
印 族 沼 だ . 全 湖面 は 沈 水 植 
物 に 被 わ れ 具 類 や 暖 水性 魚 
族 が 多い . 古来 この 湖 を 千 
拓 し よう と し て いずれ ゃ 和 失 
敗 し て いる . 佐倉 市 は 人 品 
3 万 5 千 , 慶長 15 年 土井 大 
炊 頭 が 佐倉 城 を 築き , 堀田 
11 万 石 の 城下 町 と な り 西 の 


長崎 と と も に 隆盛 を 極め た . 


承 応 年 間 , 佐倉 領主 の 暴 政 
に 苦し む 389 村 の 領民 の た 
め 将 軍 家 綱 に 直訴 し て 極刑 
に 処 せら れ た 義 民 宗 吾 は 渡 
守 甚 兵衛 と 共に 「 佐 倉 義 民 


伝 」 で 人 口 に 有 表 し て いる . 


59 


衣 と 信者 の 数 を 競っ て いる 


成田 市 は 新 勝 寺 の 門前 町 だ . 
成田 山 新 勝 寺 は 四国 の 金 刀 
比 維 様 と と も に 二 大 不動 に 
数 えら れる . 新 勝 寺 は 開山 
以来 千 作 年, 特に 江戸 時 代 
に な っ て か ら 隆 盛 を 極め た . 
佐倉 城主 稲葉 ・ 堀 田 両氏 も 
尊崇 し た . 現在 参 語 者 年 間 
7 百 万 を 数 える . 成田 駅 か 
ら 門 前 まで 1 料 余 の 間 に は 
店 舗 が 軒 を 並べ る . 寺 て 幼 
稚 園 か ら 学校 まで の 教 
育 施設 ・ 図 書館 ・ 社 会 事業 
施設 を 経営 し , 地方 女 化 に 
頁 献 する と ころ が 大 きい . 


「 江 戸 紫 」 で 有名 な 野田 市 は 
人 口 4 万, 県 北西 の 主要 都 
市 で ある . 野田 の 散 油 は 江 
戸 中 期 か ら 創 め ら れ , 特に 
江戸 と いう 大 消費 地 を 控え 
て いる こと , 江戸 川 の 水運 
が 便利 で あっ た こと で 発達 
し た . 以前 は 近 在 の 大 豆 ・ 
小麦 を 原料 に し た . 人 金 子 と 


共に 全国 の 239% を 供給 する , 


江戸 川 は 江戸 へ の 交通 を 便 
に する た め 定 永年 間 に 開 さ 
くさ れ た 人 工 河 川 で 利根 川 
の 放水 路 で も ある . 海 と 江 
戸川 ・ 利 根 川 で この 県 は 四 


面 を 水 に 囲ま れる 訳 に な る . 
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H 


江戸 川 は 寛永 以降 開 怠 され た 利根 川 の 排水 臣 | 


1.075.691 
万 円 


(昭和 27 年 2 月 1 日 現在 ) 


千葉 市 は 工業 都市 と し て 発展 し つつ ある 


1* 森 費 62 京都 御所 と 112 東 京 凌 167 埼 玉 県 213 自然 と 心 
2 比 虫 二条 城 113 汽車 の 窓 か ら 168 男鹿 半島 214 空 か ら み た 
3* 南 水 洋 の 捕 館 63 赤ちゃん 一 東海 道 一 169 フラ ンス 京都 
5 アメ リカ 人 ラリ ア 115 姫 路 170 滋賀 県 216 愛 知 県 
6。 ゲ メリ 六 65* ソ ヴェ ト 連 邦 116 硫黄 の 話 171 白 浜 217 諏 訪 潮 昭和 15 年 =100 
7 雪 の 結晶 66 能 117 伊 勢 。 172 東京 0 iT > 半 識 
に 湯 3 真 。 67* 造 船 118 は きも の 国立 博物 館 1 L 0 
内 9 レ ン ズ 68 東京 案内 119 限 岐 173 千 葉 県 220 才 積 山 ほう れん 章 
10 * 抵 69 平 泉 120 源氏 物語 絵巻 174 箱 根 。 221 北 京 157 
濾 11・ 蝶 70 手 術 121 農村 の 婦人 175 細胞 の 知識 222 南 
12 鎌 7] 宮 島 122 出 雲 176 四国 遍路 223 四 川 
7 プ 18 心 72 広 島 123 アル ミニ ゥ ム 177 村 の 一 年 224 広州 一 大 同 
。 動 73 佐 渡 124 水害 と 日 本 人 一 秋田 一 225 室 
74 比 谷山 125 日 本 の 178 セ ザン ヌ 226 山水 画 
真 js 冶 75 阿 次 や きも の 179 石 川 県 227 三 重 県 
16 積 76 信貴 山 126* 由 の 生態 180 琵 生 湖 225 山 
に 17 し 縁起 絵巻 127 イス ラ ェ エル 181 仏陀 の 生涯 229 鵜飼 の 話 
18 鉄 77 針 葉 樹 "128 伴 大 納 言 絵詞 182 香 川 県 230 島 根 県 
庫 19 * 川 一 陽 田川 一 78 近代 芸術 129 瀬戸 内 海 183 日 木 。 231 小さ い 新聞 社 
20 雲 79 日 本 の 民家 130 飛 伺 。 -1955 年 0 月 8H- 232 北 海道 
目 21 汽 是 80 季節 の 魚 131 聖 対 マ リア 184 練習 船 日 本 丸 (中 央 部 ) 
22 動物 園 の 島 81 シャ ポテ ン 132* 日 本 の 映画 "185 悲惨 な 歴史 233 近代 建 築 
録 23 様式 の 歴史 82 新 劇 。 133 能 登 ーー 6 オイ ウー 234 岡 山 県 
と 24 鉛 山 83 郵便 切手 134 山 形 県 186 ボッ ティ チ 。 リ 235 ね ずみ の 生活 
25 ス イ ス 84 か いこ の 村 135 福沢 諭吉 187 東海 導 236 札 幌 
26 ス キ 一 85 伊豆 の 漁村 紀 36 利 根 川 石 十 三次 。 237 日 本 
27 京都 一 歴史 的 86 奈良 一 東部 一 137 鹿 喝 島 県 188 離さ れ た 較 -1957 年 4 月 7 日 - 
に みた 一 87 奈良 一 西部 一 138 伊豆 半島 189 松 。 238 広 鳥 県 
28 力 と 運動 88 と ヒー ラ ヤ 139 日 本 の 森林 190 家庭 の 電気 239 北 陸 路 
2 アス 2 の 89 上 高 地 140 高 知 県 19】 アノ リカ の 240 倉 敷 
農業 90* 電 力 ML 学 = ゃ ーー ホラ 地方 都市 241 ギリ シア の 
30 アル ブス eg 松 江 142 仏教 美術 192 五島 列島 2 避 る 
31 山 の 鳥 92 動物 の 表情 143 一 年 生 193 塩 の 話 長 崎 県 
32 奈良 の 大 仏 93 金 沢 144 長 野 県 199 ぷり リ の 素顔 2 水 衝 - 溢 来 - 
3 尾 絡 。 94* 自 動車 の 話 145 塩 原 195 24 基 才 還 
34 電 話 95 楽師 ・ 146 日 本 の 庭園 196 245 秋 吉 
・35 野球 の 科学 唐 拘 提 寺 147 木 問 246 子供 の 絵 
\36 星 と 宇宙 96 日 本 の 人 形 148 忘れ られ た 島 197 247 徳島 県 
'37 艇 の 観察 97* ン シス ティ ナ 149 近東 の 旅 198 248 十 記 症 
38 長 時 礼拝 堂 150 和歌 山県 2 
39 高 野 山 。 gg 美 人 画 15】 函 館 199 子 青 
40 正 倉 院 (一 ) gg 日 本 の 貝 152 豆 200 生 251 中 国 の 彫刻 
41 彫 刻 100 本 の 話 153 大 分 県 s20 252 衣 本 請 結 
42 仏 像 01 戦争 と 日 本 人 。 154 死 部 ボン ベイ 202 アフ ガニ 2 
43* 化 学 織 維 oz 佐 世 保 "155 富士 を めぐ る スタ ン の 旅 4 2 
44 上 。 虫 108 ミ ヶ ラン ーー か ら 一 203 渡 り 鳥 "255 山 梨 県 | 
45 野 の 花 一 者 一 ン 。p 6156 神奈 川 旧 204 馬 県 26 新 5 課 | 
46 全く の 104 空 か ら み た 。 157 季 道 205 ファ ッッ 2 幸 の 
、。 昌 た 寺地 大 阪 158 戦争 と 平和 206 ルー ヴ ル 湊 県 
No 攻 ツ 人 導 達 159 ツ 連 ・ 中 国 の 人 ン 退 260 加川 。 軍 
の 雪 一 106 飛 弁 ・ 高 山 。 旅 一 梨 原 武 天 一 207 北 導 道 ( 部 ) 26 如 川 大潮 ピ 
3 。。 107 ゴー ッ ホ 160 206 小 豆 島 21 大 医 請 油 
49 石 内 og 京都 案内 161 209 日 本 


語ら は ボー 162 -1956 年 8 月 15 日 - 
京都 案内 163 210 富 山 県 

一 落 外 一 164 211 毛織 物 の 話 
写 と コ 165 212 北 海 道 
に 166 ( 東 ・ 北 部 ) 


アダ 弓 6 人 、* 
13.00 四 88 右 SO 
* 印 は 品 切 で と ざい 6.065 ヶ ー ぇ へ ぐ へ " 


in ゝ 


2 94.554 ヶ 
2658 石 も 紀 
ーー 9.000 万 円 


263 


100 


叩 


